
 

 

 

・小・中学校の教員負担を軽減し、

児童・生徒に向き合える時間を確

保するため、積極的な方針転換を

提案します。 
・里山の整備・活用など、豊かな自然の

中で子どもたちがたくましく感性豊

かに育つ環境の整備を図ります。 

・「つくばりんりんロード」を活用し、交流人口の拡大に努めます。 
・「桜川の桜」の魅力を全国に発信し、山桜の里に新しい出会いを創ります。 
・歴史的まちなみの整備を進めるとともに、春のひな祭りをはじめ、年間を通じて「桜

川市の魅力再発信」の方策を検討します。（例）「真壁城跡歴史公園」、「石の公園博物館」

（どちらも仮称）等を整備。詳しくはhttp://enokido.konjiki.jp/ （建設中）を！ 
・真壁城跡近くに交流拠点を整備し、真壁のまちなみとの回遊性を高め、地域の活性化を

図ります. 
 ・上曽トンネルを開通させ、国道 6 号線や茨城空港から真壁へのアクセスを確保します。 
・市内の里山を様々な視点から資源として活用し、「石のモニュメント里山公園」（仮称）を羽

田山から雨引山にかけて整備します。 

 

 

 

 
◆合併により桜川市が誕生してから 8 年が経ちます。この間、人口は約４,０００人減りました。

８.２％もの減少です（現人口；４５,８５９人）。 
◆地域にとって最も重要な、中核病院の整備も停滞しています。 
◆北関東自動車道など、恵まれた交通立地条件も活かしきれていません。 
◆本格的な少子高齢化社会と人口減少時代を迎え、地域間競争はますます厳しくなっています。こ

うした中、今こそ、将来を切り開く政治が求められています。 
★桜川市が取り残されないために、新しい風を起こすのは、今でしょう！！ 
えのきど 和也は、「男性の優しさ・ユーモアと、女性のやる気・アイディアを、どちらも生かすま

ちづくり」をモットーに、桜川市に新しい風を起こす使命を感じ、立ち上がりました。 

 

・旧町村の壁を乗りこえ、市民がここ

ろをつなぐまちづくりを進めます。

・桜川市の魅力を支えてくださっている皆

さんの声をつなぎます。 

・最優先の課題として、

対象各地域の事情を総

合的に勘案し、地域医

療の中心となる病院の

整備を進めます。 

・企業誘致の環境整備を進め、

北関東自動車道桜川筑西イン

ター周辺より大和駅北側地域

への企業誘致を促進します。

・農地の担い手組織の検討・

整備を図り、桜川市の基幹

産業である農業を守りま

す。 

ホームページhttp://enokido.konjiki.jp/ 
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